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◆グラフ１ 一般会計予算額の科目別内訳

一
般
会
計
予
算
額
を
科
目
別
に
見
た

の
が
上
の
グ
ラ
フ
１
で
、
歳
入
は
左
上

の
円
グ
ラ
フ
で
す
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が

26
億
９
０
０
０
万
円
（
前
年
度
比
０
・

４
％
減
）
で
歳
入
の
48
・
９
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
、

地
方
譲
与
税
な
ど
を
加
え
た
も
の
が
依

存
財
源
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
歳
入
全

体
の
82
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
債
は
認
定
こ
ど
も
園
整
備

事
業
に
よ
る
民
生
費
の
増
額
に
よ
り
、

前
年
度
比
１
３
６
・
３
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

一
方
、
自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
５

億
４
３
９
２
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

０
・
７
％
の
減
。
使
用
料
・
財
産
収
入

等
は
１
億
８
９
８
０
万
円
で
前
年
度
比

２
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
右
上
の
円
グ
ラ
フ
は
歳
出
を

科
目
ご
と
に
表
し
て
い
ま
す
。
歳
出
の

９
・
４
％
を
占
め
る
公
債
費
は
、
事
業

を
実
施
す
る
と
き
に
借
り
た
お
金
の
償

還
金
で
５
億
１
５
３
４
万
円
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら
比

較
す
る
と
４
８
１
１
万
円
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

総
務
費
で
は
、
公
共
駐
車
場
整
備
事

業
に
４
９
２
１
万
円
、
体
験
交
流
施
設

整
備
事
業
に
２
６
０
０
万
円
。
民
生
費

で
は
、
障
害
者
総
合
支
援
事
業
に
１
億

８
６
３
２
万
円
、
児
童
手
当
等
扶
助
費

に
５
９
３
４
万
円
。
衛
生
費
で
は
、
下

水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
に
２
億
９

３
７
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
業
費
で
は
、
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
事
業
に
８
２
１
４
万
円
。
商
工

費
で
は
商
工
振
興
補
助
費
等
に
１
０
６

８
万
円
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
費
等
に

７
６
６
万
円
を
計
上
。

土
木
費
で
は
、
町
営
住
宅
等
建
設
整

備
事
業
に
２
億
２
７
５
７
万
円
、
橋
梁

長
寿
化
修
繕
事
業
に
３
６
３
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
費
で
は
、
小
学
校
施
設

整
備
事
業
に
９
２
１
万
円
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
経
費
と
し
て
１
８
７
４
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

主
要
事
業
の
詳
し
い
内
容
、
予
算
額

に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
表
２
は
、
今
年
の
一
般
会
計

の
予
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
で
割
り

返
し
た
金
額
で
す
。
町
民
５
３
３
８
人

の
一
人
当
た
り
の
金
額
は
、
１
０
３
万

１
２
８
５
円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科

目
に
振
り
分
け
ら
れ
た
予
算
は
、
ま
ち

づ
く
り
や
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

依

存

財

源

町
民

予
算

歳
入
の
８
割
を
超
え

る
依
存
財
源

町
民
一
人
当
た
り
予
算

１
０
３
万
１
２
８
５
円

町
民
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
施
策
を

行
う
た
め
に
経
理
す
る
の
が
「
一
般
会

計
」
で
す
。
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計

の
予
算
額
は
、
表
１
の
と
お
り
前
年
度

比
６
・
２
％
増
の
55
億
５
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
前
年
度
は
町
営
バ
ス
の

廃
止
に
伴
う
基
金
の
組
み
換
え
分
４
億

３
６
０
０
万
円
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
実
質
的
に
は
前
年
度
比
16
・

０
％
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
要
因
は
、
主
に
認
定
こ
ど
も
園
の
建

設
事
業
関
連
経
費
に
よ
る
も
の
で
す
。

特
別
会
計
等
の
増
減
の
主
な
要
因
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
は
一
般
被
保
険
者
保
険
給
付

費
の
減
額
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
は
広
域
連
合
納
付
金
の
増
額
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
は
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
の
増
額
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
は
民
間
移
譲
に

伴
い
平
成
25
年
度
で
廃
止
。
下
水
道
事

業
特
別
会
計
は
下
水
道
整
備
費
の
増

額
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
総
務

管
理
費
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

平成26年度会計別予算額の内訳

地方交付税

26億9,000万円

（48.9％）
依存財源

自主財源
17..3％

82.7％

国道支出金

7億7,755万円

（14.1％）

町債

9億4,220万円

その他
1億4,851万円

(17.1%)

町税

5億4,392万円
(9.9%)

繰入金 1億5,995万円
(2.9%)

使用料・財産収入等
1億8,980万円（3.5％）

諸収入 5,307万円（1.0％）

総務費

8億3,332万円

（15.1％）

民生費

16億9,905万円

（30.9％）
衛生費

6億4,237万円

（11.7％）

農林業費 3億7,351万円（6.8％）

（9.8％）

商工費
6,864万円
（1.2％）

土木費
5億 3,725万円

消防費
2億3,159万円
（4.2％） 教育費

5億2,550万円

（9.5％）

公債費
5億1,534万円

（9.4％）

議会費 7,020万円（1.3％）

予備費 500万円（0.1％）

労働費
113万円（0.0％）

災害復旧費

210万円（0.0％）

総　額

55億500万円

【歳入】 【歳出】

【表１】

(2.6%）

総務費

土木費

商工費 農林業費

教育費

議会費

予備費
13,151円156,111円12,859円

100,646円393円

212円69,972円

43,385円98,445円937円

【表２】（一般会計分）

町民１人当たり予算額　

1,031,285円消防費災害復旧費

318,293円120,339円

民生費衛生費労働費

公債費

96,542円

※平成26年２月末現在の住民基本台帳

人口5,338人で計算しています。

一
般

会
計

特
別
会
計
予
算
は

前
年
規
模
を
下
回
る

特
別

会
計

前
年
度
比
で

６
・
２
％
の
増

歳
出

編
成

公
債
費
は
８
・
５
％

の
減
額



ド
の
実
施
や
津
別
峠
の
雲
海
ツ
ア
ー
を
展

開
し
て
お
り
、
引
き
続
き
地
域
資
源
を
生

か
し
た
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
体
験
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
を
組
み
入
れ
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
き
ま
し
て
も
、
協
議
会
と
連

携
し
な
が
ら
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

y
事
務
事
業
の
民
間
委
託
等
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
24
年
10
月
よ
り
開
成
線

を
北
海
道
北
見
バ
ス(

株)

に
経
営
移
譲
し
、

そ
の
他
の
路
線
は
ま
ち
バ
ス
と
改
称
し
混

乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち

い
の
園
等
の
民
間
移
譲
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
４
月
よ
り
社
会
福
祉
法
人
恵
和
福
祉

会
に
経
営
移
譲
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

本
町
の
重
要
な
介
護
事
業
所
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
運
営
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
連
携
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
残
る
町
道
の

維
持
管
理
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

建
設
業
協
会
と
の
協
議
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
本
年
度
中
に
方
向
性
が
出
せ

る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

u
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
き
ま

し
て
は
、
議
会
側
の
ご
理
解
と
ご
判
断
の

も
と
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
本
年

度
中
に
お
け
る
実
現
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

人
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
か
ら
も
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
を

成
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
経
費
の

緩
和
を
含
め
た
見
直
し
を
行
う
「
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」
に
よ
る

支
援
を
含
め
、
各
般
に
わ
た
る
研
修
や
交
流

事
業
な
ど
を
合
わ
せ
て
、
次
代
を
担
う
人
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

平
成
22
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
津
別

町
新
行
政
改
革
大
綱
推
進
計
画
（
改
訂
版
）」

は
、
平
成
22
年
を
起
点
に
「
総
合
計
画
」
と

同
様
に
平
成
31
年
ま
で
の
10
年
間
と
し
、
本

年
度
は
、
前
期
５
年
間
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
55
項
目
を
検
証
し
、
平
成
27
年
度
以
降
５

年
間
の
後
期
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

機
構
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨
年
に

第
２
次
機
構
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
簡
素

で
効
率
的
な
組
織
を
目
指
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
に
お
き
ま
し

て
も
引
き
続
き
検
証
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

本
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
の
総
額
は
、
前
年
度

比
２
・
０
％
増
の
77
億
５
０
２
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

雇
用
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
、
防
災
な
ど
数

多
く
の
行
政
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
本
年
度
も
職
員
と
と
も
に
今
後

厳
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
地
方
財
政
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
、
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

３
月
４
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
町
議
会
に

お
い
て
、
平
成
26
年
度
予
算
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
議
会
開
会
の
冒
頭
で
佐
藤
町
長

か
ら
予
算
提
案
に
あ
た
り
町
政
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

（
町
政
方
針
の
全
文
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）。

q
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
さ
ん
館
」

を
拠
点
に
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
を
は
じ
め
、
町
の
基
幹
産
業
に
関

わ
る
団
体
や
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
大
通
り
に
に
ぎ
わ
い
を
作

り
出
し
、
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
に
向

け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
押
し
進
め
て
参

り
ま
す
。
特
に
こ
の
３
年
間
で
定
着
し
た

七
夕
ま
つ
り
、
産
業
ま
つ
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を

通
し
て
、
引
き
続
き
「
物
産
」
と
「
食
」

に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
情
報
収
集
と
発
信
を
十
二
分
に

発
揮
す
る
た
め
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
様

と
団
体
や
企
業
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
、「
観
光
」「
自
然
」「
産
業
」「
見
処
・
食

べ
処
」「
工
房
及
び
キ
ラ
ッ
と
光
る
人
物
紹

介
」
な
ど
、
本
町
の
魅
力
と
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
広
く
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

w
廃
屋
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
に

創
設
し
ま
し
た
「
空
き
家
等
の
撤
去
促
進

の
た
め
の
補
助
制
度
」
が
有
効
に
活
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
も
含
め

た
一
層
の
廃
屋
対
策
に
取
り
組
み
、
居
住

環
境
の
整
備
、
景
観
づ
く
り
、
防
犯
対
策

の
向
上
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

e
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
「
有

機
カ
レ
ー
」
が
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
か
ら
間
も

な
く
発
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
で

て
こ
い
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
「
唐
辛
子
入

り
焼
き
そ
ば
」
の
商
品
化
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
さ
ら
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
女
性
や
若
者
を
含
め
た
多

様
な
人
材
に
よ
る
自
主
的
な
取
り
組
み
に

対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

r
認
定
こ
ど
も
園
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
併
用
施
設
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
、
建
設
着
工
を
迎
え
ま
す
。
運
営

母
体
と
な
る
社
会
福
祉
法
人
夢
つ
べ
つ
と

連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
よ
う
教
育
・
保
育
内
容
を
充
実

さ
せ
、
平
成
27
年
４
月
の
開
園
に
向
け
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

t
観
光
事
業
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
こ
だ
ま
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー

基
地
の
認
定
を
受
け
た
上
里
町
民
の
森
自

然
公
園
に
お
い
て
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ

平
成
26
年
度
　
町
政
方
針
（
抜
粋
）

美
し
く
て
美
味
し
い
町
に
・
・
・
４
年
目

公
約
の
推
進

予
算
規
模
と
財
政
運
営

地
域
振
興

行
政
改
革
と
機
構
改
革

【議会費】
・議会インターネット中継機器整備事業等　221万円

議会中継用ＰＣ、ネットワークカメラ設置、通信費などに係る経費

【総務費】
・公共駐車場整備事業　4,921万円

認定こども園隣接地への駐車場造成工事に係る経費

・森の健康館管理業務　2,712万円

森の健康館の管理運営などに係る経費

・体験交流施設整備事業　2,600万円
体験交流施設の渡り廊下新設工事、施設器具等の備品購入などに係る経費

【民生費】
・認定こども園整備事業　8億3,264万円

認定こども園の建設事業関連などに係る経費

・保育所運営経費　6,743万円

保育所運営委託料、一時保育事業の実施などに係る経費

【衛生費】
・地域医療維持助成　7,400万円

住民の健康を守る地域医療を維持確保するため津別病院に助成

・ごみ焼却施設管理経費　2,420万円

一般廃棄物広域処理事業負担金などに係る経費

・一般廃棄物最終処分場管理経費　4,068万円

一般廃棄物最終処分場施設管理などに係る経費

【農林業費】
・町有林整備事業　4,134万円

施業計画に基づく造林事業等の実施に係る経費

・基幹作業道開設事業　3,900万円

林業専用道恩根１号線開設工事に係る経費

【土木費】
・町営住宅等建設整備事業　2億2,757万円

旭町団地買取事業、旭町団地外構工事などに係る経費

・町道整備事業　5,213万円

町道26号線外1路線改良舗装工事などに係る経費

・橋梁長寿化修繕事業　3,630万円

町道204号線1号橋、緑栄橋の補修工事などに係る経費

【消防費】
・防災対策経費　829万円

拠点避難所防災備品購入などに係る経費

【教育費】
・津別高校振興対策事業　961万円

津別高校振興対策（バス通学費、校納金、教科書等の助成、

津別高校振興対策協議会への交付金）に係る経費

・教材・備品等購入経費　1,020万円

小中学校の家庭科、音楽、理科教材等の購入、PC更新に係る経費

・グレステンスキー場リフト架替経費　911万円

リフトの老朽化に伴う架替工事に係る経費

地域医療の拠点・津別病院

森の健康館

認定こども園完成予定図

津別高校振興対策を継続

町営旭町団地

愛林のまちの木材資源

平成26年度の主な事業をお知らせします



空 き 家 等 撤 去 促 進 事 業 Ｑ ＆ Ａ

前
に
必
ず
業
者
へ
相
談
し
、
見
積
書
を
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
事
業
は
、
20
件
分
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

申
請
が
多
い
場
合
は
、
翌
年
度
に
事
業

を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
活
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
役
場
の
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

津
別
町

空
き
家
等
撤
去

促
進
事
業

空
き
家
・
廃
屋
を
自
主
的
に
取
り
壊
す
方
に

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■
対
象
と
な
る
家
屋

３
年
以
上
使
用
し
て
い
な
い
、
ま
た
は

今
後
使
用
す
る
見
込
み
の
な
い
空
き
家
と
、

放
置
さ
れ
た
ま
ま
荒
廃
し
て
い
る
廃
屋
が

対
象
で
す
。
範
囲
は
、
い
ず
れ
も
住
宅

（
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
を
含
む
）
と
そ
れ

に
附
属
す
る
物
置
な
ど
の
附
属
家
の
み
で

あ
り
、
工
場
や
倉
庫
は
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
。

■
対
象
と
な
る
所
有
者

町
内
在
住
の
有
無
や
個
人
・
法
人
を
問

い
ま
せ
ん
。
所
有
者
が
代
理
の
方
に
申
請

を
依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任
状
等
の
書
類

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
事
業

津
別
町
内
の
業
者
が
取
り
壊
し
を
行
う

場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。
町
外
の
業

者
が
請
け
負
う
も
の
、
ま
た
、
個
人
が
行

う
も
の
は
対
象
外
で
す
。

■
対
象
と
な
る
金
額
・
補
助
額

対
象
と
な
る
工
事
金
額
は
50
万
円
以
上

で
す
。
補
助
額
は
、
工
事
金
額
の
２
分
の

１
以
内
と
し
、
50
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

実
質
の
補
助
額
は
、
25
万
円
か
ら
50
万
円

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
申
請
す
る
場
合
、
業
者
か
ら
の

見
積
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

全
国
的
に
も
空
き
家
や
廃

屋
の
増
加
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

居
住
者
が
お
ら
ず
、
十
分

な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

れ
ら
の
家
屋
は
、
町
の
景
観

を
損
ね
る
ほ
か
、
倒
壊
の
恐

れ
や
治
安
の
悪
化
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
良
好
な
生
活
環

境
を
守
り
、
美
し
い
景
観
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
今
年
度
も
こ
の
よ
う
な

家
屋
を
自
主
的
に
取
り
壊
す

方
に
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
「
津
別
町
空
き
家
等
撤
去

促
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
　
水
道
住
宅
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
５
２
、
２
５
５)

Ｑ
　
建
て
替
え
を
目
的
と
し
て
、

古
い
住
宅
を
壊
し
た
場
合
は
、

対
象
と
な
る
？

Ａ
　
住
宅
の
建
て
替
え
を
行
う

た
め
の
取
り
壊
し
は
対
象
外

で
す
。

Ｑ
　
取
り
壊
す
と
固
定
資
産
税

が
上
が
る
、
と
聞
い
た
の
だ

が
？

Ａ

住
宅
の
建
っ
て
い
る
土
地

は
、
税
の
軽
減
措
置
が
さ
れ

て
い
る
の
で
、
住
宅
を
取
り

壊
し
た
場
合
、
土
地
の
税
額

が
上
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
担
当
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
申
請
に
必
要
な
書
類
は
？

Ａ
　
申
請
書
類
一
式
は
役
場
の

担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
業
者

か
ら
の
工
事
見
積
書
も
必
要

な
の
で
、
ま
ず
、
町
内
業
者

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

平成平成2626年４月１日から年４月１日から

上・下水道等料金が変わります上・下水道等料金が変わります
消費税率の改定（５％から８％に引き上げ）に伴い、平成26年４月１日から上・下水道等の料金

（使用料）を、増税分の３％を上乗せし変更させていただくことといたしました。

３月31日以前から継続して使用されている場合の新料金は、平成26年４月の検針日以降に使用さ

れる分からの適用（改正消費税法附則第５条第２項の経過措置適用）となるため、平成26年６月請

求分（５月検針分）から変わります。

～消費税率の引き上げに伴い～～消費税率の引き上げに伴い～

【水道料金】家事用基本料金は、現行2,100円が2,160円（60円増）となります。超過料金は11kから20kまでを１k

毎216円（６円増）、20k超を１k毎206円（６円増）になります。

水道料金表（料金表抜粋） 平成26年４月１日適用

【下水道使用料・農業集落排水使用料】基本使用料（一般の汚水）は、現行1,800円が1,852円（52円増）と
なります。超過料金は１k毎185円（５円増）になります。

下水道及び農業集落排水使用料表 平成26年４月１日適用

【個別排水使用料】人槽別に使用料を改定いたします。

個別排水使用料表（使用料表抜粋） 平成26年４月１日適用

問い合わせ先　建設課水道住宅グループ　†76－2151（内線253・254）

※なお、町営住宅本岐第２団地にお住まいの方は、使用者按分方法により2,200円／月が2,263円／月（63円増）となります。



<

健
診
日
時>

６
月
７
日
（
土
）
・
８
日
（
日
）

朝
６
時
・
６
時
30
分
・
７
時
・
７
時
30
分

８
時
・
８
時
30
分
・
９
時
・
９
時
30
分

<

場
所>

町
民
会
館

<

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み>

電
話
、
も
し
く
は
役
場
10
番
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
）

女
性
は
20
歳
、
男
性
は
40
歳
が
検
診
デ
ビ
ュ
ー
で
す

今
年
度
最
初
の
健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

受
付

時
間

問い合わせ・申し込み先　保健福祉課　健康医療グループ　　　　　健康推進担当10番窓口　†76－2151（内線231、232）

が
ん
検
診
で
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
！

が
ん
に
は
そ
れ
ぞ
れ

好
発
年
齢
（
病
気
に
か

か
り
や
す
い
年
齢
）
が

あ
り
、
以
下
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
。

が
ん
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
は
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
す
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
す
。

対
象
年
齢
を
迎
え
た

方
に
は
が
ん
検
診
を
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

※
今
年
度
61
歳
（
Ｓ
28
年
４
月
１
日
〜
Ｓ
29
年
３
月
31
日
生
）
に
な
る
方
へ

・
国
保
の
方
は
全
て
の
検
診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
！

・
社
会
保
険
の
方
は
が
ん
検
診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
！

津
別
町
は
予
防
可
能
な
が
ん
に
よ
る

死
亡
が
多
い
状
況
で
す

≪図表≫悪性新生物部位別死亡数

※太字で示されている項目は今回の検診で検査

できる項目です。

津
別
町
は
管
内
的
に
脳
卒
中
の
発
症
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

年
に
１
度
、
健
診
で
ご
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

４
月
14
日
（
月
）
か
ら
申
し
込
み
開
始
！

４
月
30
日
（
水
）
ま
で

津
別
町
健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
て
い
く
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

・
「
が
ん
検
診
っ
て
何
歳
か
ら
受
け
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

・
「
大
事
と
は
分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
検
査
が
怖
い
」

・
「
ま
だ
、
自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
う
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
が
ん
の
発
症
に
は
好
発
年
齢
（
病
気
に
か
か

り
や
す
い
年
齢
）
が
あ
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
す
る
た
め
に
は
、
適
し

た
年
齢
で
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

津
別
町
は
平
成
13
年
か
ら
平
成
22
年
に
か
け
て
死
亡
原
因
の
第
一
位
が
「
が
ん
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
が
ん
の
部
位
別
死
亡
数
は
「
胃
」「
肺
」「
大
腸
」
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
や
乳
に
よ
る
死
亡
も
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

「
が
ん
」
は
町
の
が
ん
検
診
項
目
に
含
ま
れ
て
お
り
、
早
期
発
見
が
可
能
な
「
が
ん
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
が
ん
」
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
た
め
に
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
最
も
重
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
年
に
一
度
（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
は
２

年
に
一
度
）
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

※
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
６
月
７
日
（
土
）
の
み



２
月
18
日
、
旭
町
の
江
草
孝
市
さ
ん
か
ら
、
自

然
運
動
公
園
の
整
備
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
１
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
亡
き
妻
が
、
生
前
津
別
町
に
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
お
礼
に
」
と
、
こ
の
度
の
寄
附
を
思
い
立
た

れ
た
そ
う
で
す
。

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
佐
藤
町
長
は
、「
ご
厚
志
に

深
く
感
謝

い
た
し
ま

す
。
ご
趣

旨
に
沿
っ

て
有
益
に

使
用
さ
せ

て
い
た
だ

き
ま
す
」

と
、
お
礼

を
述
べ
ま

し
た
。

町
民
参
加
の
情
報
発
信
と
し
て
、

津
別
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
が
町
Ｐ
Ｒ
の
た
め
企
画
・

制
作
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ

『
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー

北
海
道
津
別
町V

er.

』
が
、
Ａ
Ｋ
Ｂ

48
公
式
認
定
動
画
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
７
０
０
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
下

さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
で
『
恋
チ
ュ
ン
津
別
』
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

A
Ｋ
Ｂ
48
お
墨
付
き
『
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー

北
海
道
津
別
町V

e
r.

』
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
全
国
発
信
中

自
然
運
動
公
園
の
整
備
に

江
草
孝
市
さ
ん
か
ら
町
に
寄
附

３
月
７
日
、
青
葉
幼
稚
園
の
園
児

７
人
が
役
場
を
訪
れ
、
佐
藤
町
長
に

卒
園
式
の
招
待
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

小
さ
な
来
訪
客
は
「
21
日
の
卒
園

式
に
ぜ
ひ
出
席
く
だ
さ
い
」
と
お
願

い
し
、
そ
の
後
、
町
長
と
懇
談
し
ま

し
た
。「
町
長
の
得
意
な
こ
と
は
な
ん

で
す
か
？
」
と
の
園
児
か
ら
の
質
問

に
、
町
長
は
「
本
を
読
む
こ
と
と
ス

キ
ー
で
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
園
式
当
日
は
町
長
の
都
合

が
つ
か
な
い
た
め
、
副
町
長
が
代
理
で

出
席
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

青
葉
幼
稚
園
児
が
町
長
室
訪
問

卒
園
式
の
招
待
状
を
持
参

２
月
26
日
、
林
業
研
修
会
館
で
平
成
25
年
度
の

花
壇
作
り
講
習
会
（
主
催
　
津
別
町
花
の
ま
ち
推

進
協
議
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

涌
島
美
也
子
氏
（
公
益
財
団
法
人
北
海
道
森
と

緑
の
会
グ
リ
ー
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
を
講
師

に
招
き
、
20
人
の
参
加
者
が
北
国
向
け
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
・
花
壇
デ
ザ
イ
ン
や
管
理
の
コ
ツ
に
つ
い

て
受
講
し
ま
し
た
。

涌
島
氏
は
北
海
道
な
ら
で
は
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

の
実
例
を
映
像
を
使
っ
て
紹
介
し
、
場
所
選
び
か

ら
土
作
り
、
植
物
選
び
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
た
花

壇
づ
く
り
に
関
す
る
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
な
ど
、
中
身
の
濃
い
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

北
国
向
け
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
学
ぶ

花
壇
づ
く
り
講
習
会
実
施

津別町人づくり・まちづくり活動支援事業募集のお知らせ

申請及び問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　　†76－2151（内線215）

■募集期間 平成26年４月１日（火）～平成26年６月２日（月）

■対象事業 ○人づくり活動支援事業 …町民が国内外で研修する事業

○まちづくり活動支援事業…町内の団体が既存の活動の拡充となる自主的なまちづくり活動を

行う事業　　

※過去に申請した団体でも別事業での申請が可能になりました。

■補助額 ○人づくり活動支援事業…補助対象経費の１/２以内（ 限度額：国内８万円、国外20万円）

○まちづくり活動支援事業…補助対象経費の総額以内（限度額：100万円　下限額：５万円）

※補助対象外経費でも審査委員会で認められたものについては対象経費となります。

■事業の承認 ○申請者は、必要書類提出後、審査会において審査委員に事業概要等を説明していただきます　

（プレゼンテーション）。そこでの審査の結果、事業が採択されます。

平成26年度
１回目

町では、『津別町人づくり・まちづくり活動支援事業』として、産業、福祉、芸術文化、

スポーツ、コミュニティー活動など様々な分野で地域の活性化を図ることを目的に、まちづ

くりのリーダーの育成及び町民の自主的なまちづくり活動を支援しています。

参　考（過去に採択された事業）

≪人づくり事業≫　森林セラピスト資格認定講習会／エコタウン先進事例調査／有機酪農先進地視察研修事

業／全道ＳＲＵニュージーランド先進地視察／台湾二水郷視察研修事業／林業先進地視察／津別町玉葱振興

会青年部道外視察研修／津別町ラグビーチームサポータークラブ視察研修／先進地視察研修ニュージーラン

ド／ウィルダネスファーストエイド野外／災害救急法

≪まちづくり事業≫　ビストロＧＲＯＷ（BIS GROW）



平
成
９
年
か
ら
平
成
21
年
ま
で
、

３
期
12
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
と

し
て
地
域
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
中
右

龍
夫
さ
ん
。
現
在
も
津
別
町
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会
の
会
長
と
し
て
各
種
大

会
を
招
致
す
る
な
ど
、
町
の
活
性
化

の
た
め
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

中
右
さ
ん
一
家
が
、
樺
太
か
ら
伯

母
の
い
る
津
別
に
引
き
揚
げ
て
き
た

の
は
昭
和
23
年
の
こ
と
。
龍
夫
さ
ん

が
中
学
１
年
生
の
と
き
で
し
た
。
そ

の
後
、
普
通
科
の
一
期
生
と
し
て
津

別
高
等
学
校
に
入
学
し
、
柔
道
部
と

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
活
躍
し
ま
す
。

高
校
卒
業
後
は
地
元
の
印
刷
会
社

を
経
て
東
京
の
出
版
社
に
勤
め
ま
し

た
が
、
お
兄
さ
ん
の
結
婚
式
で
の
帰

郷
を
期
に
、
知
人
の
紹
介
で
津
別
営

林
署
に
入
署
し
ま
す
。「
東
京
へ
戻
る

汽
車
賃
を
稼
ぐ
た
め
測
量
助
手
の
ア

ル
バ
イ
ト
で
入
っ
た
の
が
、
結
局
は

定
年
退
職
ま
で
40
年
間
も
勤
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）」。

営
林
署
で
は
主
に
管
理
部
門
に
所

属
し
、
組
合
活
動
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
在
職
中
の
出
来
事
で
は
、

津
別
ス
キ
ー
場
や
森
の
健
康
館
の
開

設
に
あ
た
り
、
営
林
署
の
担
当
者
と

し
て
実
現
に
努
力
し
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

営
林
署
を
定
年
退
職
後
の
平
成
９

年
に
は
、
周
囲
の
勧
め
も
あ
っ
て
町

議
会
議
員
に
立
候
補
し
当
選
。
各
種

委
員
と
し
て
施
策
実
現
に
当
た
り
ま

す
。
中
で
も
平
成
17
年
の
合
併
協
議

に
対
す
る
住
民
投
票
の
実
施
は
、
忘

れ
ら
れ
な
い
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
津
別
高
等
学
校
振
興
対
策

協
議
会
会
長
と
し
て
、
高
校
の
存
続

に
向
け
て
奮
闘
。
中
右
さ
ん
自
身
も
、

「
兄
弟
が
多
く
生
活
が
大
変
な
中
で

も
、
地
元
に
高
校
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
進
学
で
き
た
」
と
の
思
い
が
強
く
、

町
に
高
校
が
あ
る
こ
と
の
重
要
さ
を

訴
え
続
け
ま
し
た
。

今
も
い
く
つ
か
の
団
体
の
役
員
を

務
め
る
な
ど
多
忙
な
身
で
す
が
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
シ
ー
ズ
ン
に
な
れ
ば
時

間
の
あ
る
限
り
コ
ー
ス
を
回
り
た
い

と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
中
右
さ
ん
で

す
。

なかう　たつおさん／昭和10年10月、樺太生まれ／78歳／緑町在住

さ
ん

町
議
と
し
て

地
域
振
興
に
奮
闘

中
右
　
龍
夫

【432】

問い合わせ先 †76－2151 税務担当（220・221）
収納担当（218）

問い合わせ先　保健福祉課　健康推進担当　† 76－2151（内線232）

津
別
町
国
保
の
方
で
生
活
習
慣
病

で
治
療
中
の
方
の
う
ち
約
60
％
は
、

脂
質
異
常
症
で
治
療
を
し
て
い
ま
す
。

脂
質
異
常
症
は
動
脈
硬
化
の
原
因

と
な
り
、
恐
ろ
し
い
病
気
へ
と
繋
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
脂
質
異
常
症
と
は

脂
質
異
常
症
と
は
、
血
液
中
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
増
加

し
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
血

液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い
状

態
が
続
く
と
、
血
管
の
壁
に
プ
ラ
ー

ク
と
呼
ば
れ
る
丘
が
で
き
、
動
脈
硬

化
が
進
ん
で
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。

動
脈
硬
化
が
さ
ら
に
進
む
と
狭
心

症
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
と
い
っ
た

重
大
な
病
気
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

●
脂
質
異
常
症
の
予
防
方
法
は

予
防
の
第
一
歩
と
し
て
、
健
診
で

自
身
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
無
く
進
ん
で

し
ま
う
脂
質
異
常
症
や
動
脈
硬
化
に

早
く
に
気
づ
く
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
原
因
と
し
て
は
遺
伝
の
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
運
動
不
足
や
偏

っ
た
食
事
が
大
き
な
原
因
と
な
る
た

め
、
生
活
習
慣
の
改
善
も
重
要
と
な

り
ま
す
。

左
記
の
運
動
や
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

を
生
活
習
慣
に
取
り
入
れ
て
脂
質
異

常
症
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

★
運
動
の
ポ
イ
ン
ト

q
無
理
な
く
長
時
間
で
き
る
。

w
規
則
的
に
毎
日
続
け
ら
れ
る
。

e
軽
く
汗
ば
む
程
度
。

★
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

q
食
事
は
腹
八
分
目
を
心
が
け
る
。

w
一
日
３
食
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
。

e
主
菜
は
「
魚
」「
大
豆
製
品
」
を
中

心
に
し
て
「
肉
」
は
そ
の
半
分
量

を
目
安
に
す
る
。

r
保
存
食
品
（
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー

メ
ン
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
）

は
控
え
め
に
。

t
「
動
物
性
脂
肪
」（
肉
の
脂
、
生
ク

リ
ー
ム
、
バ
タ
ー
）
は
控
え
め
に
。

y
食
物
繊
維
や
緑
黄
色
野
菜
、
海
藻

類
、
青
背
の
魚
、
大
豆
製
品
な
ど

を
積
極
的
に
と
る
。

気
軽
に
相
談
で
き
る
保
健
師
に

渡
辺
　
可
愛

さ
ん

わたなべ　かわいさん／平成２年10月生まれ／

津別町役場勤務／幸町在住

脂
質
異
常
症
の
方
が
増
え
て
い
ま
す

確
定
申
告
の
内
容
で
誤
り
が
あ
っ
た
場

合
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
手
続
き
を
し
ま
す
。

【
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
更
正
の
請
求
』
を
し
て
、
正
し
い
税
額
へ

の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

手
続
き
は
、
所
得
税
確
定
申
告
提
出
期
限
か

ら
５
年
以
内
で
す
。

【
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
修
正
申
告
』
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
修
正
申
告
に
よ
っ

て
新
た
に
納
め
る
税
額
に
は
、
過
少
申
告
加

算
税
及
び
、
延
滞
税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た

あ
と
で
修
正
申
告
を
し
た
り
、
税
務
署
か
ら

税
額
の
更
正
を
受
け
た
場
合
に
は
、
自
主
的

に
修
正
申
告
を
し
た
場
合
に
比
べ
高
い
加
算

税
率
を
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
】

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
直
ち
に

申
告
を
し
て
下
さ
い
。
確
定
申
告
期
限
を
過

ぎ
て
か
ら
の
申
告
を
『
期
限
後
申
告
』
と
い

い
、
こ
の
申
告
に
は
無
申
告
加
算
税
及
び
延

滞
税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
の
必
要
が
な
く
て
も
】

無
収
入
、
又
は
年
金
収
入
（
４
０
０
万
以

下
）
の
み
の
場
合
、
確
定
申
告
の
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
住
民
税
申
告
を
し
た
方
が
良

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
を
し
な
い
こ
と

で
、
町
道
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
が
高
く

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
に
は

昨
年
４
月
か
ら
津
別
町
役
場
に
勤

め
、
保
健
師
と
し
て
地
域
住
民
の
健
康

推
進
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
渡
辺
可
愛

さ
ん
。
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
笑
顔
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
２
年
目
の
更
な
る
成
長
を

期
し
て
い
ま
す
。

訓
子
府
町
出
身
の
渡
辺
さ
ん
は
、
北

見
柏
陽
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
日
赤
北

海
道
看
護
大
学
に
進
学
し
、
保
健
師
と

看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
保

健
師
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た

こ
と
や
、
知
り
合
い
に
保
健
師
が
い
た

こ
と
で
病
気
予
防
の
大
切
さ
を
実
感
し

た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

現
在
、
保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル

ー
プ
で
母
子
保
健
業
務
や
受
け
持
ち
地

区
の
巡
回
訪
問
な
ど
を
担
当
。「
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
住
民
の
方

と
身
近
に
接
す
る
仕
事
な
の
で
責
任
を

感
じ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ

け
る
保
健
師
に
な
る
こ
と
が
目
標
で

す
」
と
、
仕
事
へ
の
意
気
込
み
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

休
日
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
友
人
た
ち

と
の
お
し
ゃ
べ
り
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
い
る
そ
う
で
す
。



町
民
み
ん
な
で
交
通
安
全
を
誓

い
合
う
こ
と
を
目
的
に
、
左
記
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
く

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
４
月
10
日(

木)

午
後
７
時
か
ら

場
　
所

町
民
会
館
講
堂

※
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
企
画
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１（
内
線
２
１
６
）

移
動
献
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」

が
来
町
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

４
月
21
日
（
月
）

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

13
時
00
分
〜
14
時
20
分

丸
玉
産
業
前
（
達
美
工
場
）

14
時
40
分
〜
15
時
30
分

い
し
ば
し
呉
服
店
前

15
時
50
分
〜
16
時
30
分

※
当
日
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
　

い
た
方
に
は
、
津
別
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
３
１
）

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

の
縦
覧
を
、
４
月
１
日
か
ら
５
月

31
日
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）
住
民
企
画
課
税
務
担
当
の
窓

口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
と
は
、
自
分
の
資
産
の
評

価
額
と
他
の
評
価
額
を
比
較
し
、

適
正
さ
を
検
討
し
て
も
ら
う
も
の

で
す
。

自
分
の
資
産
の
内
訳
（
土
地
・

家
屋
）
を
見
る
閲
覧
に
つ
い
て
は
、

通
年
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年

中
に
固
定
資
産
の
名
義
を
変
え
た

方
や
家
屋
の
取
り
壊
し
の
あ
っ
た

方
に
つ
い
て
、
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
５
月
に
送
付
す
る

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
は
、

課
税
明
細
書
が
添
付
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

３
月
４
日
（
火
）
に
実
施
し
た

３
歳
児
健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ

の
お
友
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

稲
冨
　
大
翔
ひ
ろ
と

く
ん
（
豊
永
）

渡
部
　
聖
梛
せ
な

く
ん
（
旭
町
）

古
野
　
澪
皇
れ
お

く
ん
（
豊
永
）

大
川
　
和
紗
な
ぎ
さ

ち
ゃ
ん
（
共
和
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
　

（
内
線
２
３
２
）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ† 76－2151

FAX    76－2976

『
献
血
』
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
を

開
催
し
ま
す

年
間
の
交
通
安
全
運
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

住民企画課

住民企画

グループ

昨
年
度
は
、
当
町
の
交
通
安
全

運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度

も
、
新
た
に
一
年
間
の
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
運
動
は
、

全
部
で
６
期
で
す
。

全
道
の
取
り
組
み
と
し
て
、
４

月
に
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
、

７
月
に
夏
の
交
通
安
全
運
動
、
９

月
に
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
、

11
月
に
冬
の
交
通
安
全
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て
、
５
月
に
春

の
行
楽
期
の
交
通
安
全
運
動
、
10

月
に
秋
の
輸
送
繁
忙
期
の
交
通
安

全
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
交
通
事
故
〜
め
ざ
せ
安

全
で
安
心
な
北
海
道
〜
」
で
す
。

今
月
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
期
間
は
６

日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
で
す
。

今
年
度
も
一
年
間
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎灯油盗難の発生について！

２月中、美幌町内において２件の灯油盗難事件が

発生しました。発生場所は会社や公共施設の敷地内

であり、いずれもホームタンクから200リットル以上

の灯油が盗まれています。

灯油盗難の主な手口としては

○灯油用タンクの給油口からの抜き取り

○灯油用タンクのパイプ切断による抜き取り

○灯油ポリタンク自体の盗難

などとなっています。

【灯油タンクからの盗難防止対策】

○ホースがタンクの底部分まで入らないようブロック

○給油口を専用のふたと南京錠で施錠

○ポリタンクは必ずカギのかかる物置などに保管

※灯油高騰に伴って連続発生も懸念されますので、

被害に遭わないよう気を付けてください。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載し
ています。内容については各防犯協会または警察署にお
問い合わせください。

登録料　１頭につき 3,000円

（登録は犬の生涯に１回です）

注射料　１頭につき　３,110円

（注射は毎年１回必ず受けなければなりません）

平
成
26
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
を
、
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。
今
年
度
よ
り
注
射
料
が
３
０
４
０
円
か
ら
３
１
１
０
円
へ

変
更
と
な
り
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
ま
で
犬

を
連
れ
て
く
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
り
時
間
が
遅

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
最
寄
り
の
会
場
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
他
の
会
場
で
も
受
付
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
予
防
注
射
と
登
録
を

行
う
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
犬
の
体
調
が
心
配
な
方
は
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
獣
医
師

の
判
断
で
注
射
を
猶
予
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ †76－2151（内線217）

料　　金　　表

保険証の更新日程（土・日・祝日は除きます）

印鑑・保険証を持参の上、上記の場所にお越し

ください。
※社会保険等に加入している場合は、喪失手続きが
必要です。社会保険等の保険証と印鑑を持参し、
窓口で手続きをお願いします。

問い合わせ先　 保健福祉課健康医療グループ国保担当　†76－2151（内線228、229）

◎国民健康保険（退職者医療も含む）被保険者証

を更新します

右記の日程で行いますので、必ず４月30日までに

更新の手続きをしてください。

※後期高齢者医療制度（75歳以上、又は65歳以上で　

一定の障がいがあると認められた人）の方は更新

対象となりません。

◎保険税未納の場合は…

特別な理由もなく保険税を納めない人には、有効期

限の短い保険証が交付されることになります。また、

納期限から１年を過ぎても滞納を続けていると、保険

証を回収し「被保険者資格証明書」が交付され、病

院にかかる時は一旦10割の医療費を支払うことにな

ります。未納がある方は、国保担当又は税務担当にご

相談ください。

畜犬登録・狂犬病予防注射実施日程表

更新手続きの方法

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

や
閲
覧
は
４
月
１
日
か
ら
で
す



平
成
27
年
４
月
に
、
新
た
に
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能

を
合
わ
せ
持
つ
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
、
地
域
の

皆
様
に
も
親
し
み
や
す
い
認
定
こ
ど
も
園
の
名
称
を
募
集

し
ま
す
。

裏
面
に
応
募
要
項
・
応
募
用
紙
が

あ
り
ま
す
。

◎利用期間 ４月26日(土）～10月31日（金）

（気象状況等により変更になる場合があります）

◎定 休 日 毎週火曜日(４月29日・10月28日は営業します）

◎利用時間 4月、5月：午前８時～午後７時

6月～8月：午前７時～午後７時

9月　 ：午前７時～午後６時

10月　 ：午前８時～午後５時

◎使用料 （町内の小中高生は無料です）

シーズン券販売～４月16日から販売をします。

場　所 中央公民館　

（月～金　午前９時～午後４時まで）

持ち物 顔写真・券代金

◎利用期間 ５月１日（木）～10月31日（金）

◎休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

◎利用時間 平　日　午前10時～午後８時30分

（午前11時50分～午後1時・午後4時50分～午後6時は休憩時間）

土・日・祝日　午前10時～午後５時　　

（午前11時50分～午後１時は休憩時間）

シーズン券の受付 ４月21日～28日までは中央　　

公民館、５月１日以降は温水プールで随時受付

持ち物 顔写真・印鑑・身分証明書・券代金

（更新の方は券代金のみ）

◎問い合わせ先　中央公民館 生涯学習課　†76－2713

◎利用期間 5月３日～10月26日までの土・日・祝日

7月20日～8月20日までの期間

◎利用時間 午前10時から午後6時まで　　　　　　　　　

◎利用料金 町民の方は団体料金で利用できます　

昨年のシーズン券ホルダーの返却をお願いします！

�

1,000円�

１カ月�

シーズン�

１時間�

1,500円�

3,000円�

5,000円�

10,000円�

2,500円�

800円�1,000円�

800円� 500円�800円�

1,000円�

1,500円�

7,000円�

3,000円�

２時間�

１　日� 2,000円�

大　人� 大人団体�小学生以下�小学生以下団体�

－�

－� －�

－�

区　分�

※レンタルブーツの料金は300円です�

グレステンスキー場は
5月３日オープン予定です！

本岐地区多目的公園パークゴルフ場は４月29日から11月３日までオープンします！

温水プール「すいむ」は
5月1日オープンです！

グレステンスキー講習会も予定しています

・ 8月 1日（水の日）

・ 9月15日（敬老の日）

・10月13日（体育の日）

・10月31日（プール納め）

・５月 1日（プール開き）

・５月 5日（子どもの日）

・６月27日（オープン記念日）

今年のすいむ無料開放日

補助の対象者
○津別町内に住所を有し、町内の住宅や事業所、自治会
などの活動拠点施設に木質ペレットストーブを設置する
方　○町税を滞納していない方　○平成27年３月31日ま
でに購入し、設置できる方　○ペレットストーブの使用
状況等について、町が行うモニター調査に協力できる方

※補助を希望される方は、ペレットストーブ購入前に
補助の申請手続きを行ってください。

問い合わせ・申請先　産業振興課 林政担当　†76-2151（内線259）

補助の申請書類

○補助金等交付申請書　　○誓約書兼同意書
○経費の内訳が明記されている見積書の写し
○ペレットストーブ設置位置図及び平面図　
○ペレットストーブの仕様等が確認できるカタログ

木質ペレットストーブ購入費補助のご案内
地球温暖化防止や津別町の森林資源の地産地消を目指し、木質ペレットストーブを購入する方に対して、

購入費の一部を補助します。 補助金の額等

ペレットストーブ（中古品を除く）本体（設置費
等を除く）の税抜き価格の３分の２以内（千円未満
は切り捨て）で、１台25万円を限度とします。

その他

○設置完了後、補助事業等実績報告書を提出してい
ただきます。○町による現地確認調査を実施します。
○補助金の交付は、現地調査後となります。
※その他、津別町木質ペレットストーブ導入支援
事業補助金交付要綱によります。

美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
で
は
、
今
ま
で
美
幌

町
・
津
別
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
町
民
の
皆
様

に
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
３
月
よ
り
単

独
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
公
開
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
美
幌
消
防
署
・
津
別
消
防
署
、

消
防
団
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
防
火
防
災
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
応
急

手
当
の
方
法
を
解
説
す
る
ペ
ー
ジ
は
、
応
急
手
当
て
を

14
項
目
に
分
類
し
、
職
員
自
ら
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
作

成
し
た
手
作
り
の
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
応
急
手
当
講
習
が
受
講
で
き
る
e
ラ
ー

ニ
ン
グ
方
式
の
「
応
急
手
当
W
E
B
講
習
」
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
21
年
12
月
よ
り
美
幌
町
・
津
別
町
に
お

い
て
通
信
指
令
の
一
元
化
を
行
な
う
と
と
も
に
警
防
体

制
の
共
同
化
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
両
町
共

に
消
防
・
救
急
の
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25

年
に
は
、
全
道
に
先
駆
け
て
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
行
い
、
様
々
な
災
害
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
や
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
詳
し

く
説
明
し
て
い
ま
す
。

美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
ま
し
た

問い合わせ先
消防本部グループ情報担当
†73－1445

≪ＵＲＬ≫
http://kouiki.town.bihoro.hokkaido.jp/

津別消防 検索

※津別町のホームページ内にリンクボ

タンがあります。

認
定
こ
ど
も
園
の

名
称
を
募
集
し
ま
す
！

←

完成予定図

ふれあい公園パークゴルフ場は４月26日オープン予定です！



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線222、223

▼学生納付特例制度があります

学生納付特例とは、所得がない

学生の方が、将来、年金を受け取

ることができなくなることや、不

慮の事故等により障害が残ってし

まった場合に、障害基礎年金を受

けることができなくなることを防

止するため、本人の申請により保

険料の納付が猶予される制度で

す。

▼ 学生納付特例を受けると年金　

受給資格に算定されます

学生納付特例を受けずに「未納」

にしていると、将来の障害基礎年

金や遺族基礎年金、老齢基礎年金

の受給に際し、未納期間が保険料

納付の資格期間から除外されてし

まいます。

▼手続きはとても簡単です

手続きには年金手帳、学生証ま

たは在学証明証、印鑑が必要です。

学生の皆さん！ご存知ですか

統一標語『 消すまでは　心の警報　OＮのまま』

４月20日から４月30日までの11日間

問い合わせ先 津別消防署 †76－2189

１．サイレン吹鳴　　　　　４月20日～４月26日　午後７時

２．消防車による町内広報 ４月20日～４月30日

３．防火パレード　　　　 ４月19日（土）午後１時～

（消防団・外郭団体等、ミニ消防車も

参加します）

４．防火・救急教室　　期間中に随時実施

問い合わせ先 住民企画グループ　† 76－2151（内線216）

春の全国交通安全運動
４月６日（日）～15日（火）
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産業振興課
商工観光担当
†76－2151
（内線315）
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みなさんに水道水を安全に飲んでい
ただくため、水道法に基づく水質検査
を毎月行っています。
その検査項
目や検査頻度
を記載した
「水質検査計
画」の閲覧を
下記により行
っています。
閲覧はいつでもできますのでご覧く
ださい。
閲覧場所 建設課（２階２番窓口）
※町のホームページもご覧ください。
http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp

問い合わせ先

建設課水道住宅グループ

†76－2151（内線253）

水質検査計画の
公表について

春先は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。小さな火が大

きな火災につながりますので、火の取り扱いには十分注意しましょう。

運
動
の
重
点

［全道統一行動日］

4月7日(月)セーフティコール

［交通事故死ゼロを目指す日］

4月10日(木)

津別町では、環境負荷の少ない再生エネルギーの導入を促進し、地球温暖化対策に寄与するた

め、一般住宅に太陽光発電システムを設置する方を対象に補助金を交付します。

※工事着手前の事前申請になりますので、設置予定の方は必ず事前にご相談ください。

補助対象者
q町内に住所を有する方で、町内において自ら居住する住宅等に新たに太陽光発電システムを設置する方または

自ら居住するための太陽光発電システム付きの住宅等（新築のものに限る）を購入する方。ただし、借地・借　

家等に居住している方が設置する場合は、当該土地・建物の所有者の承諾を得ていること

w町税を滞納していない方

e発電システムの利用状況等について、町が行う調査に協力できる方

補助対象となる太陽光発電システム

q太陽光発電システムの条件（次の全てに適合するもの）

・低圧配電線と逆潮流有りで連結し、電力会社と電灯契約及び余剰電力の

売買契約を締結できること

・発電出力が10ｋｗ未満の設備であること

・日本工業規格等で認められていること

・未使用であること（中古品は対象外です）

w補助金対象範囲

・太陽電池モジュール、架台、接続箱、インバーター、発生電力量計、直流側開閉器、保護装置、売買電力量　

計、配線・配線器具の購入、据付、設置工事に関する費用

補助金の額

設置（購入）した太陽光発電システムの最大出力の値（ｋｗ表示とし、小数点以下第２未満は四捨五入）に

１ｋｗ当り４万円を乗じて得た額。ただし、補助金限度額は12万円となります。

問い合わせ・申請先　産業振興課 商工観光グループ　†76-2151（内線259）

～前ページから続く～

≪認定こども園名称募集≫応募要項

【応募資格】 町内に住所を有する方

【応募方法】 １人１点の応募、自作未発表の名称

応募用紙に必要事項を記入の上、事務局に持参いただく

か、下記宛先へ郵送またはファックスして下さい。

【応募事項】 名称、簡単な理由、住所、氏名、年齢、性別、電話番号

を明記して下さい。

【応募締切】 平成26年４月15日（火）

※郵送の場合、当日消印有効とします。

【発　　表】 採用者本人に通知するほか｢広報つべつ｣等で発表します。

【応募・問い合わせ先】

〒092－0292

津別町字幸町41番地

津別町役場内　社会福祉法人設立準備会事務局

†76－2151（内線310） FAX  76－2976

キリトリ

住 所

氏 名

年 齢

電 話

名 称

簡単な理由

認定こども園名称応募用紙

性 別 男 ・ 女

○子どもと高齢者の交通事故防止

○自転車の安全利用の推進　

○全ての座席のシートベルトとチャ

イルドシートの正しい着用の徹底

○飲酒運転の根絶


